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  本研究は，塩化物を含む大気環境でさび層中に生成するβ-FeOOH に着目した．乾湿繰り返し環境の薄膜水中
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４章において，Fe3+の加水分解からの β-FeOOH の生成反応に及ぼすアニオンと Sn イオンの影響について検討
した．FeCl3水溶液中に Cl-よりも Fe3+との配位安定度定数の高い SO42-を添加すると，配位子交換反応が進行し，
[SO42-]/[Cl-] ≧１となる場合において β-FeOOH の生成反応が抑制されて，α-FeOOH が生成することがわかった．
また，SO42－の添加により FeOOH の沈殿生成が促進されることがわかった．β-FeOOH の生成反応に及ぼすSO42-
の役割は，配位子交換反応と沈殿生成反応の促進であることがわかった．FeCl3 水溶液中に Fe3+濃度に対して
1/1000 の微量の SnCl2を添加すると β-FeOOH の生成反応が抑制されて α-FeOOH が生成することがわかった．さ
らに，Snイオンの酸化数や対アニオンに関係なく，Snイオンはβ-FeOOHの生成反応を抑制し，α-FeOOHを生成
することがわかった．X 線吸収スペクトルの解析により，Sn イオンは Fe3+の配位圏に作用することがわかった．
すなわちSn イオンによる α-FeOOH の生成反応は，SO42－の添加の場合と異なり，Sn イオンは Fe3+の配位圏に作
用し，Fe3+よりCl-を脱離させ，α-FeOOHを生成すると考えられる． 
本研究で得られた知見を基に今後の研究の展望を以下に述べる．本研究では，塩化物を含む大気環境における
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を抑制する合金元素を選択することが望ましいと考えられる．また，本研究において，塩化物を含む大気環境で
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